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の
日
本
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の
安
否
調
査
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び
里
帰
り
に
酪
す
る
意
見
華

昭
和
三
十
四
年
八
月
蒜
讐
れ
た
日
朝
両
国
赤
十
字
社
間
に
お
け
る
雷
朝
鮮
人
帰
産
に
掌
る
協

定
に
基
づ
い
て
,
北
朝
鮮
へ
帰
遺
し
た
人
の
中
L
l
は
､
勃
鮮
人
を
夫
と
す
る
日
本
人
嚢
が
数
千
人
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
｡

し
か
し
､
そ
の
是
人
妻
の
大
半
は
音
信
不
通
で
そ
の
安
否
が
気
準
わ
れ
て
お
り
,
ま
た
一
部
便
‡

あ
る
人
で
も
･
泉
郷
で
の
生
活
葦
J
 
r
W
郷
の
念
を
切
々
と
訴
え
て
い
る
…

よ
畠
交
が
な
い
か
ら
と
軍
わ
れ
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が
,
人
道
主
義
-
づ
い
て
赤
十
字
精
神
か
ら
出
発
し
た
帰
還
協
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で
あ
｡
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垂
父
が
な
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も
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本
政
敵
は
壷
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入
､
-
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朝
鮮
か
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出
入
国
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つ
い
て
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乗
に
寛
大
な
措
麿
を
と
っ
て
お
り
,
国
交
が
な
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こ
と
が
問
題
で
は
な
/
い
｡
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こ
れ
ま
で
の
請
顧
運
動
の
緯
康
,
よ
う
や
く
完
八
1
年
七
月
･
閣
-
と
･
り
あ
げ
ら
れ
た
が
'
具
体

的
解
決
は
い
ま
だ
為
さ
れ
ず
､
年
老
い
た
家
族
連
の
無
念
の
他
界
が
磨
い
て
い
る
0

こ
の
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綾
は
政
治
･
思
想
･
体
卸
を
超
え
て
･
純
粋
L
l
l
道
的
見
地
で
′
-
す
べ
嘉
題
で
あ
｡
､
撃

府
に
於
い
て
は
国
交
が
な
く
と
も
日
本
人
妻
の
安
香
調
査
及
び
里
帰
り
を
親
警
更
覧
体
化
し
'
二
日
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む
早
く
乗
現
す
る
よ
う
尽
力
い
た
だ
き
た
い
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